
12

を
伺
う
。

答　

小
学
校
は
２
・
３
時
間
目
、

中
学
校
は
５
・
６
時
間
目
に
本

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
民
間
施

設
ま
で
の
往
復
時
間
を
小
学
校

で
授
業
と
授
業
の
間
、
中
学
校

は
、
授
業
の
前
の
休
憩
時
間
で

賄
っ
て
い
る
。

問　

生
徒
・
児
童
の
反
応
と
熟

練
度
を
伺
う
。

答　

両
校
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
概
ね
の
生
徒
・
児
童

が
よ
い
と
答
え
、
理
由
と
し
て

  「
指
導
が
分
か
り
や
す
い
」  

、

  「
上
達
や
進
歩
を
感
じ
た
」
と

記
載
し
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
同
様
の
結
果
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
熱
中
症
、
紫
外
線
対
策

な
ど
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、

授
業
が
行
え
て
い
る
。

●
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
状
況
は
、
１

億
４
７
７
９
万
円
の
純
利
益
を

計
上
し
、
当
年
度
未
処
分
利
益

剰
余
金
は
１
億
４
８
９
３
万
円

で
す
。

●
下
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
状
況
は
、
２

億
８
７
７
７
万
円
の
純
利
益
を

計
上
し
、
当
年
度
未
処
分
利
益

剰
余
金
は
２
億
４
４
４
５
万
円

で
す
。

●
病
院
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
状
況
は
、
12

億
２
２
０
４
万
円
の
純
利
益
を

計
上
し
、
当
年
度
未
処
理
欠
損

金
は
１
２
４
億
４
６
９
１
万
円

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

●
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

　
会
計

　

年
間
の
売
上
額
は
１
５
４
６

億
２
１
８
万
円
で
、
前
年
度
比

16
・
１
％
の
増
、
本
場
入
場
人

員
は
14
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
教
育
費

水
泳
指
導
等
委
託
料

問　

事
業
の
概
要
を
伺
う
。

答　

本
事
業
は
水
泳
指
導
等
補

助
業
務
と
し
て
、
民
間
施
設
の

プ
ー
ル
を
使
用
し
て
小
中
学
校

の
体
育
事
業
を
実
施
す
る
も
の
。

令
和
３
年
度
は
塩
津
小
学
校
及

び
蒲
郡
中
学
校
の
２
校
で
行
っ

た
。

問　

民
間
施
設
へ
の
移
動
時
間

答　

令
和
３
年
度
は
新
工
場
の

建
設
に
対
し
１
件
の
交
付
が
あ

っ
た
。
平
成
24
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
は
認
定
ベ
ー
ス
で

７
社
８
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
は
１
件
の
交
付

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
現

在
複
数
の
市
内
企
業
か
ら
工
場

拡
張
の
た
め
の
開
発
に
関
す
る

相
談
を
受
け
て
お
り
、
今
後
も

補
助
金
を
活
用
し
て
も
ら
え
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

制
度
の
概
要
を
伺
う
。

答　

企
業
等
の
流
出
防
止
と
雇

用
の
維
持
拡
大
を
図
り
、
地
域

経
済
の
振
興
等
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
愛
知
県
と

連
携
し
た
補
助
制
度
で
あ
る
。

土
地
を
除
く
、
工
場
や
研
究
所

の
新
設
・
増
設
に
伴
う
固
定
資

産
取
得
費
用
の
10
％
相
当
額
を

交
付
す
る
も
の
。

問　

過
去
の
状
況
と
今
後
の
見

通
し
を
伺
う
。

■全会一致で可決・認定した議案・意見書案（○内の数字は議案、意見書案番号）

○職員の育児休業等に関する条例の一部改正　　　　　　

○職員の退職手当に関する条例の一部改正

○手数料条例及び印鑑条例の一部改正　　　　　　　　　

○市道の路線認定、廃止及び変更

○水道事業会計未処分利益剰余金の処分　　　　　　　　

○モーターボート競走事業会計未処分利益剰余金の処分

○令和３年度公共用地対策事業特別会計歳入歳出決算の認定

○令和３年度三谷町財産区特別会計歳入歳出決算の認定

○令和３年度西浦町財産区特別会計歳入歳出決算の認定

○令和３年度水道事業会計決算の認定　　　　　　　　　

○令和３年度下水道事業会計決算の認定

○令和３年度病院事業会計決算の認定　　　　　　　　　

○令和４年度一般会計補正予算（第３号）

○令和４年度土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

○令和４年度下水道事業会計補正予算（第１号）　　　　

○令和４年度病院事業会計補正予算（第１号）

○令和４年度モーターボート競走事業会計補正予算（第１号）

○令和４年度一般会計補正予算（第４号）

意見書案①定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

意見書案②国の私学助成の拡充に関する意見書

て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
向
け
推
進
し
て
い
く
。

問　

今
後
の
動
き
や
目
標
値
は
。

答　

実
行
計
画
の
見
直
し
を
考

え
て
い
る
が
、
実
行
計
画
に
掲

げ
た
施
策
や
取
組
そ
れ
ぞ
れ
の

実
施
の
効
果
を
検
証
し
、
そ
の

後
の
進
捗
状
況
を
捉
え
る
必
要

が
あ
る
。
計
画
見
直
し
の
際
に

は
、
目
標
設
定
や
削
減
効
果
の

見
え
る
化
に
努
め
る
。

●
商
工
費

労
働
対
策
事
業　

問　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
運
営
委
託
料
の
内
訳
は
。

答　

働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え

る
15
歳
か
ら
概
ね
50
歳
未
満
ま

で
を
対
象
に
就
労
に
向
け
た
支

援
を
行
う
機
関
で
あ
り
、
市
は
、

青
少
年
自
立
援
助
セ
ン
タ
ー
北

斗
寮
に
運
営
委
託
を
し
て
い
る
。

委
託
内
容
は
、
臨
床
心
理
士
及

び
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等

に
よ
る
心
理
相
談
、
働
く
体
験

を
通
し
て
、
意
欲
向
上
を
促
進

す
る
た
め
の
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

問　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
の
活
動
の
成
果
は
。

答　

令
和
３
年
度
は
78
件
の
就

職
等
に
つ
な
が
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
ま
た
、
１
０
２
名
の
新

規
登
録
者
が
あ
り
、
悩
み
を
抱

え
る
人
の
支
援
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

●
土
木
費

企
業
再
投
資
促
進
補
助
金

●
衛
生
費

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進

事
業

問　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
推
進
に
当
た
り
、
取
組
内
容

に
よ
る
具
体
的
な
削
減
量
は
。

答　

削
減
量
に
つ
い
て
は
、
公

用
車
に
お
け
る
次
世
代
自
動
車

の
導
入
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
車
か

ら
電
気
自
動
車
、 

Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
車

な
ど
に
転
換
し
た
走
行
時
の
効

果
か
ら
判
断
す
る
と
電
気
自
動

車
で
は
２
・
４
ト
ン
、 

Ｐ
Ｈ
Ｅ

Ｖ
車
で
は
１
・
９
ト
ン
な
ど
の

削
減
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
で
は
、

シ
ス
テ
ム
容
量
か
ら
、
年
間
発

電
量
を
計
算
す
る
と
府
相
公
民

館
で
、
１
・
９
７
ト
ン
の
削
減

な
ど
を
推
計
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
個
別
に
削
減

量
を
計
測
す
る
に
は
難
し
い
も

の
も
あ
る
が
、
市
民
の
脱
炭
素

へ
の
行
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

一
つ
一
つ
の
取
組
か
ら
二
酸
化

炭
素
削
減
効
果
を
重
ね
合
わ
せ

 
●
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙

に
お
け
る
自
動
車
の
使
用
等
の

公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

  （
第
58
号
議
案
）

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
自
動
車
の
借
入
れ
契

約
や
ビ
ラ
作
成
単
価
な
ど
選
挙

公
営
の
限
度
額
を
引
上
げ
ま
す
。

●
総
務
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

公
費
負
担
額
の
増
は
。

答　

候
補
者
１
人
あ
た
り
、
市

議
会
選
挙
で
は
１
万
２
６
７
１

円
、
市
長
選
挙
で
は
１
万
５
３

１
１
円
の
増
が
見
込
ま
れ
る
。

●
本
会
議
で
の
主
な
論
点

賛
成
最
近
に
お
け
る
物
価
の
変

動
及
び
令
和
元
年
に
消
費
税
率

が
改
定
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

も
の
で
妥
当
と
考
え
る
。

反
対
も
し
引
き
上
げ
る
の
な
ら
、

前
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
上

条
例
の
改
正

そ
の
他
の
議
案

限
額
に
達
し
た
ビ
ラ
作
成
費
の

み
で
良
い
と
考
え
る
。

●
手
数
料
条
例
及
び
印
鑑
条
例

の
一
部
改
正

  （
第
59
号
議
案
）

　

市
役
所
及
び
西
浦
公
民
館
に
、

自
動
交
付
機
に
代
え
て
多
機
能

端
末
機
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴

い
、
改
正
す
る
。

●
文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

多
機
能
端
末
機
に
係
る
費

用
は
。

答　

本
体
の
リ
ー
ス
料
が
、
２

台
分
と
な
り
ま
す
が
、
５
年
間

で
、
総
額
１
７
５
５
万
６
千
円
、

１
年
間
の
保
守
委
託
料
が
３
９

万
６
千
円
か
か
り
ま
す
。

問　

多
機
能
端
末
機
は
従
来
の

市
民
カ
ー
ド
は
使
え
な
い
の
か
。

答　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

み
と
な
り
ま
す
。

 

●
市
道
の
路
線
認
定
、
廃
止
及

び
変
更

  （
第
60
号
議
案
）

　

郷
度
６
号
線
ほ
か
10
路
線
を

認
定
し
、
東
大
内
５
号
線
ほ
か

32
路
線
を
廃
止
し
、
平
田
長
根

下
長
根
２
号
線
ほ
か
３
路
線
を

変
更
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算

な
ど
12
会
計
決
算
は
、
17
人
の

委
員
か
ら
な
る
決
算
審
査
特
別

委
員
会
（
委
員
長
尾
崎
広
道
、

副
委
員
長
大
須
賀
林
）
を
９
月

７
日
に
設
置
し
、
16
日
及
び
20

日
か
ら
22
日
ま
で
の
４
日
間
に

わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の

主
な
質
疑
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
一
般
会
計

歳
出
前
年
度
比
85
・
６
％

　

一
般
会
計
の
歳
出
は
、
前
年

比
85
・
６
％
で
、
歳
入
は
同
86

・
４
％
で
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
か
ら
歳
出

を
引
い
た
額
は
、
24
億
３
８
７

３
万
円
で
す
が
、
こ
の
中
に
は

翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源

の
３
億
４
０
９
１
万
円
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
除
い
た
実
質
収
支
額

は
20
億
９
７
８
２
万
円
の
黒
字

で
す
。

■
歳
出

●
総
務
費

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
補
助
金

問　

本
事
業
の
対
象
は
小
中
学

生
及
び
高
校
生
と
65
歳
以
上
の

人
だ
が
、
補
助
を
受
け
た
人
の

年
齢
構
成
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答　

小
中
学
生
の
年
齢
層
と
な

る
７
歳
か
ら
15
歳
の
年
齢
に
な

る
人
が
１
２
３
名
、
高
校
生
の

年
齢
層
と
な
る
16
歳
か
ら
18
歳

に
な
る
人
が
９
名
、
65
歳
以
上

の
年
齢
に
な
る
人
が
１
０
３
名

と
な
っ
て
い
る
。

問　

本
事
業
の
課
題
は
、
本
事

業
の
周
知
、
交
通
安
全
に
対
す

る
啓
発
に
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
。

答　

小
中
学
生
以
外
に
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
意
識
が
浸
透
し

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
身

近
な
交
通
手
段
で
あ
り
、
有
用

な
自
転
車
の
利
用
に
当
た
り
、

安
全
に
安
心
し
て
道
路
を
通
行

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
万
が
一
の
場
合
、
交
通

事
故
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
も
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を

社
会
全
体
で
取
り
組
め
る
よ
う

に
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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